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第2回環境研究機関連絡会成果発表会

－持続可能な社会をめざして－の開催

企画調整部 研究企画科

環境研究機関連絡会の第 回成果発表会が、つ2
くば国際会議場（エポカルつくば）で 月 日9 22
に開催された。この発表会は、環境研究に携わる

国立および独立行政法人の 研究機関が環境研11
究の成果を広く発信するとともに、情報を相互に

交換し、環境研究の連携を緊密にすることを目的

としている。今回は 「持続可能な社会をめざし、

て」というテーマのもと、近年の最も大きな環境

問題である「地球温暖化問題への取組み」と「循

環型社会構築への取組み」に関する研究成果に発

131表を絞った 参加者数は 連絡会関係機関から。 、

名および大学、公的・民間研究機関、報道機関な

どから 名であった。35

はじめに、連絡会の事務局を務める国立環境研

究所の合志理事長から、次のような開会の挨拶が

あった。環境研究は現実の問題の解明・解決を目

、 、的とし 多面的・多様なアプローチが必要であり

）見逃さない、 ）放置しない、 ）慌てない、1 2 3
という つの視点が重要である。この視点を念頭3
に置きつつ、研究の壁にあたったときは、同様の

分野の研究者と交流し、意見を交換することが、

解決に役立つ。今回の発表会もそのような問題解

決の一助になれば幸いである。

続いて、第Ⅰ部と第Ⅱ部に分かれたテーマごと

に以下の講演発表があった。

第Ⅰ部 『地球温暖化問題への取組み』

（ ）司 会：植弘 崇嗣 国立環境研究所

海洋観測による温暖化物質の動態解明1.
（ ）鶴島 修夫 産業技術総合研究所

東京湾口の常時連続観測と環境予測モデルに2.
（ ）関する研究 鈴木高二朗 港湾空港技術研究所

海面上昇による沿岸災害の増加－将来予測と3.
（ ）評価－ 岩崎 伸一 防災科学技術研究所

地球温暖化に伴う食料生産予測4.
（ ）野内 勇 農業環境技術研究所

世紀のアジアの水資源変動予測5. 21
（ ）鬼頭 昭雄 気象研究所

都市域のヒートアイランド現象とその対策6.
（ ）足永 靖信 建築研究所

第Ⅱ部 『循環型社会構築への取組み』

（ ）司 会：齋藤 雅典 農業環境技術研究所

マテリアルフロー分析から見た循環型社会7.
（ ）森口 祐一 国立環境研究所

家畜排せつ物を利用した高栄養水産餌料の生8.
（ ）産 岡内 正典 水産総合研究センター

建築部材によみがえる建築廃材9.
（ ）渋沢 龍也 森林総合研究所

エコセメントの開発について10.
（ ）西崎 到 土木研究所

公共事業におけるグリーン購入への取り組み11.
（ ）曽根 真理 国土技術政策総合研究所

番目に農環研から発表した野内気象研究グル4
ープ長からは、地球温暖化の現状と将来予測およ

び大気中 濃度増加と温度上昇が農作物生産CO2

に及ぼす影響について、これまで農環研で実施さ

れてきた関連する研究の成果を中心に紹介され

た。また、第Ⅱ部では当所の齋藤化学環境部長が

司会を務めた。

最後に、 月から連絡会事務局を引き継ぐ、10
森林総合研究所の田中理事長の挨拶があり、来年

度も研究会を開催することが提起された。

野内気象研究グループ長の講演


